
宮
城
県
集
会
は
、
こ
く
ろ
う

会
館
に
お
い
て
、
地
本
中
島
副

委
員
長
の
挨
拶
で
開
会
さ
れ
、

集
会
の
冒
頭
、
福
知
山
線
で
の

犠
牲
者
１
０
７
名
と
、
以
降
発

生
し
た
事
故
の
犠
牲
者
に
対
す

る
黙
祷
が
捧
げ
ら
れ
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
橋
本
地

方
本
部
委
員
長
は
以
下
の
挨
拶

を
述
べ
た
。

◆
福
知
山
線
事
故
以
降
も
重
大

な
死
亡
事
故
が
連
続
し
て
発
生

し
た
。
地
本
で
は
事
故
の
教
訓

に
学
び
安
全
問
題
を
追
及
し
続

け
て
い
く
意
味
で
、
「
安
全
問

題
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
」
を
設

置
し
、
議
論
し
た
内
容
を
基
に

交
渉
に
押
し
上
げ
る
取
り
組
み

を
行
っ
て
き
た
。
残
念
な
が
ら

事
故
が
続
き
会
社
は
非
常
事
態

宣
言
を
発
し
た
が
、
そ
の
後
も

重
大
事
故
が
発
生
し
続
け
、
簡

単
に
解
除
で
き
な
い
事
態
が
続

い
て
い
た
。
二
度
と
悲
惨
な
事

故
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
、

全
体
で
教
訓
化
し
、
職
場
で
の

運
動
に
生
か
し
て
も
ら
い
た
い
。

◆
不
採
用
問
題
の
解
決
に
つ
い

て
。
承
知
の
通
り
、
政
府
が
提

示
し
た
和
解
案
を
「
四
者
・
四

団
体
」
が
受
託
し
、
和
解
が
成

立
し
た
。
課
題
は
雇
用
。
Ｊ
Ｒ

各
社
は
解
決
済
の
問
題
と
し
て

難
色
を
示
し
て
い
る
が
、
不
当

労
働
行
為
の
存
在
は
認
定
さ
れ

て
お
り
、
道
義
的
責
任
が
あ
る

と
い
う
立
場
で
運
動
を
積
み
上

げ
る
。
月
末
に
臨
時
大
会
が
開

催
さ
れ
、
国
労
全
体
で
確
認
す

る
予
定
で
あ
る
。
具
体
的
内
容

に
つ
い
て
、
支
部
・
分
会
集
会

等
を
開
催
し
、
し
っ
か
り
と
組

合
員
に
伝
え
て
意
思
統
一
を
。

安
全
問
題
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会

議
（
事
務
局
長
・
地
本
大
沼
業

務
部
長
）
か
ら
次
の
提
起
が
さ

れ
た
。

◆
Ｊ
Ｒ
西
の
歴
代
３
社
長
が
強

制
起
訴
。
事
故
の
責
任
は
現
場

の
労
働
者
と
い
う
理
不
尽
が
ま

か
り
通
っ
て
い
た
が
、
経
営
ト
ッ

プ
の
責
任
が
追
及
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
る
。
地
道
に
こ
う
し
た

運
動
を
取
組
む
必
要
が
あ
る
。

◆
Ｊ
Ｒ
直
轄
社
員
事
故
は
減
っ

て
い
る
が
、
Ｐ
社
・
関
連
会
社

の
社
員
が
犠
牲
に
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
の
労
働
条
件
を
し
っ
か

り
見
て
い
か
な
い
と
事
故
は
な

く
な
ら
な
い
。

◆
引
き
続
き
全
体
で
事
故
撲
滅

を
目
指
し
、
労
働
条
件
の
確
保

と
安
全
な
職
場
を
作
る
取
り
組

み
を
し
て
い
く
。

続
い
て
、
仙
台
地
本
電
気
協

議
会
の
立
山
昭
仁
氏
（
仙
台
電

力
区
分
会
長
）
よ
り
、
昨
年
９

月
に
発
生
し
た
新
幹
線
仙
台
駅

構
内
で
の
労
災
死
亡
事
故
に
つ

い
て
、
報
告
を
受
け
た
。

◆
概
況
。
ト
ロ
リ
線
張
替
作
業

中
に
、
２
ト
ン
を
超
え
る
応
張

力
が
掛
か
っ
て
い
た
ト
ロ
リ
線

が
仮
ハ
ン
ガ
ー
か
ら
外
れ
、
作

業
員
の
胸
を
強
打
、
手
擦
り
に

弾
き
飛
ば
さ
れ
受
傷
し
死
亡
。

本
人
の
直
近
一
週
間
の
勤
務

状
況
は
夜
勤
５
回
・
日
勤
６
回

で
あ
り
劣
悪
。
も
う
ろ
う
と
し
、

も
は
や
「
危
険
な
作
業
」
と
い

う
認
識
は
な
く
な
っ
て
い
た
と

推
察
さ
れ
る
。
ま
さ
に
奴
隷
同

然
の
扱
い
で
あ
る
。

◆
団
交
で
会
社
に
こ
う
し
た
実

態
を
質
し
た
が
、
会
社
は
「
電

設
の
就
業
規
則
で
あ
り
Ｊ
Ｒ
が

口
を
出
す
問
題
で
な
い
。
施
工

方
法
も
請
負
会
社
に
任
せ
て
い

る
」
の
一
点
張
り
。
車
両
を
貸

与
し
て
い
る
会
社
と
し
て
の
責

任
逃
れ
に
懸
命
で
、
あ
た
か
も

受
傷
し
た
本
人
が
危
険
な
位
置

に
立
っ
て
い
た
た
め
巻
き
込
ま

れ
た
と
言
わ
ん
ば
か
り
。

◆
会
社
の
事
故
報
告
や
「
青
信

号
」
に
も
時
間
短
縮
の
手
段
と

し
て
仮
曲
引
を
省
略
し
て
い
た

事
実
に
触
れ
て
い
な
い
。

◆
事
故
の
引
き
金
に
な
っ

た
緊
急
停
止
ボ
タ
ン
が

扱
わ
れ
た
後
の
対
処
方

法
に
つ
い
て
の
教
育
が

不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
は
会
社

も
認
め
て
い
る
。
新
型
車
両
に

よ
る
工
法
で
の
作
業
は
大
幅
な

時
間
短
縮
が
目
玉
で
あ
っ
た
が

安
全
の
担
保
（
仮
曲
引
の
取
り

付
け
）
が
取
れ
て
い
な
い
と
い

う
落
と
し
穴
が
あ
っ
た
。
事
故

原
因
は
仮
曲
引
の
取
り
付
け
を

省
い
た
こ
と
に
あ
っ
た
の
だ
が
、

そ
れ
に
対
す
る
責
任
は
今
も
明

確
で
な
い
。
Ｊ
Ｒ
は
電
設
に
、

電
設
は
作
業
員
に
被
せ
る
―
死

人
に
口
な
し
の
様
相
。
警
察
・

労
基
署
の
結
論
は
ま
だ
で
あ
り
、

ど
の
よ
う
な
結
果
に
な
る
か
分

か
ら
な
い
。

◆
安
全
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
１
３
で

は
関
連
会
社
・
社
員
の
死
亡
事

故
に
つ
い
て
謳
っ
て
お
り
、
ま

た
３
現
主
義
も
言
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
団
交
に
お
け
る
会
社

の
回
答
や
姿
勢
で
は
、
こ
の
悲

惨
な
事
故
は
な
く
な
ら
ず
、
繰

り
返
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

◆
日
本
電
設
は
５
年
前
、
奥
羽

線
で
感
電
死
亡
事
故
を
起
こ
し
、

一
昨
年
、
黒
磯
で
も
感
電
死
亡

が
あ
り
、
今
回
の
事
故
。
ま
た

表
面
化
し
て
い
な
い
が
、
夜
勤

を
終
え
て
、
更
に
材
料
運
搬
中
、

公
衆
を
車
で
撥
ね
死
亡
さ
せ
る

事
故
も
あ
っ
た
。
劣
悪
な
労
働

実
態
か
ら
倒
れ
た
と
い
う
話
も

聞
く
。
更
に
電
設
の
下
請
け
会

社
の
作
業
員
は
20
連
夜
の
作
業

を
強
い
ら
れ
、
当
た
り
前
の
様

に
な
っ
て
い
る
と
も
。
「
人
と

し
て
扱
え
」
と
電
設
社
員
に
言

う
と
、
「
俺
も
同
じ
だ
」
と
返

答
が
。
電
設
の
労
組
も
対
応
が

鈍
く
、
大
変
な
状
況
。

◆
営
利
を
優
先
す
る
あ
ま
り
、

安
全
に
対
す
る
投
資
が
足
り
な

い
こ
と
が
、
一
連
の
事
故
の
大

き
な
要
因
の
一
つ
に
あ
る
と
考

え
る
。
ま
た
承
知
の
通
り
、
Ｐ

社
は
Ｊ
Ｒ
幹
部
社
員
の
天
下
り

先
で
あ
り
、
夏
は
涼
し
く
、
冬

は
暖
か
い
場
所
で
仕
事
を
し
て

い
る
が
、
そ
の
下
で
労
働
者
が

大
変
な
思
い
で
作
業
を
し
て
、

こ
う
し
た
事
故
が
起
き
て
い
る
。

こ
こ
に
も
メ
ス
を
入
れ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

◆
設
備
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
体
制
の

再
構
築
か
ら
８
年
が
経
過
。
技

セ
の
膨
大
な
業
務
量
、
メ
セ
の

夜
勤
の
多
さ
。
大
変
な
労
働
強

化
と
加
齢
も
あ
り
、
結
果
、
本

来
そ
の
改
善
に
力
を
注
ぐ
べ
き

労
組
へ
の
結
集
が
遠
の
き
つ
つ

あ
る
現
状
が
あ
る
。
し
か
し
自

分
の
子
ど
も
達
が
働
き
や
す
い

環
境
を
作
り
、
残
す
為
に
も
頑

張
り
た
い
。
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国労仙台地方議員団（佐藤
幸夫団長・６名）は４月１５日
～１６日の両日、研修会を開き、
喜多方市と会津若松市のまちづ
くりや議会改革などを調査・視
察を行いました。
両市とも、地元のものを魅力
あるものに磨き上げ、
観 光 資
源やま
ちづく
り に 生
かしていること
や、議会改革では、会津若松市
議会基本条例と政策形成サイク
ルについて学びました。
「 ラーメンと蔵のまち」喜多
方市では、「蔵公開事業と案内
人養成」について観光交流課か
ら説明を受けた後、観光コンシェ
ルジュの案内で、市内視察を行
いました。 観光客のリピーター
が多い喜多方市では、4,100棟
もある蔵の一部を公開するだけ
でなく、醸造蔵や店蔵、座敷
（住居）蔵などを公開している
ほか、その蔵の歴史や財産（お

宝）を展示し、その蔵の方が説
明や案内を行うことで、より一
層魅力ある観光資源にしている
ことは、他都市でもおおいに参
考になるものと思います。
会津若松市では、議員団の一
員でもある松崎新市議から「議
会基本条例をツールとした政策
形成サイクル」をテーマに報告

を受け、質疑を行
いまし
た。
同市

議会の
取組みは、二

元代表制の一方である議会のあ
り方が問われている今日、多く
の示唆を与えています。
また、同市の「中心市街地賑
わい再生事業」では、国の制度
と交付金を活用し、閉店したデ
パートのテナントを商店街の空
き店舗に誘致し、商業機能や交
流機能を維持する取り組みを行っ
ています。商店街を「平行移動
するデパート」（デパートは縦
移動）と位置付けた取り組みに、
興味深く視察を行いました。
【報告：石川けんじ事務局長】

報告する立山分会長

地
方
本
部
は
４
月
23
日
、
宮
城
・
福
島
両
県
に
お
い
て
、
安
全

問
題
を
検
証
す
る
集
会
を
開
催
し
た
。

こ
の
集
会
は
05
年
４
月
25
日
、
鉄
道
史
上
最
大
の
惨
事
と
な
っ

た
Ｊ
Ｒ
西
日
本
福
知
山
線
で
発
生
し
た
脱
線
・
転
覆
事
故
、
同

年
12
月
に
発
生
し
た
Ｊ
Ｒ
東
日
本
羽
越
線
で
の
脱
線
転
覆
事
故
、

翌
年
１
月
、
西
日
本
伯
備
線
で
発
生
し
た
作
業
員
触
車
死
傷
事

故
に
鑑
み
、
二
度
と
こ
の
よ
う
な
悲
惨
な
事
故
を
発
生
さ
せ
な

い
た
め
、
職
場
の
安
全
問
題
に
対
す
る
取
り
組
み
の
強
化
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
る
。

５
・
１

メ
ー
デ
ー

５
・
９

10
春
闘
中
間
総
括
会
議

５
・
11

第
７
回
地
本
執
行
委
員
会



５
月
９
日
、
地
方
本
部
は
各
支

部
、
分
会
の
代
表
者
を
招
集
し
、

10
春
闘
中
間
総
括
会
議
を
こ
く

ろ
う
会
館
に
お
い
て
開
催
し
た
。

集
会
で
は
10
春
闘
に
お
け
る
闘

い
の
経
過
の
総
括
と
今
後
の
取

り
組
み
の
意
思
統
一
を
図
る
こ

と
を
柱
に
、
多
岐
に
亘
り
報
告

と
討
論
が
さ
れ
た
。
な
お
紙
面

の
関
係
上
、
福
島
・
宮
城
両
支

部
の
報
告
を
掲
載
し
、
他
支
部

等
は
次
号
に
掲
載
す
る
。

福
島
県
支
部

小
檜
山
委
員
長

◆
春
闘
経
過
。
２
月
６
日
に
支

部
春
闘
討
論
集
会
を
開
催
。
一

人
一
要
求
を
基
本
に
、
現
場
長

と
の
交
渉
実
現
を
目
標
に
取
り

組
み
を
し
て
き
た
。
そ
の
総
括

を
昨
日
郡
山
に
お
い
て
全
分
会
・

全
班
交
流
会
と
し
て
中
間
総
括

を
行
っ
た
。

◆
総
括
の
柱
は
①
春
闘
総
括
②

組
織
強
化
・
拡
大
③
職
場
実
態

（
異
常
時
の
対
応
等
）
で
あ
る
。

①
で
は
、
貨
物
の
ベ
ア
ゼ
ロ
と

定
期
昇
給
の
先
送
り
。
ス
ト
で

闘
い
を
と
の
声
が
大
き
く
、
支

部
か
ら
本
部
へ
ス
ト
配
置
の
具

申
書
提
出
に
向
け
て
、
前
段
に

貨
物
の
全
体
集
会
で
意
見
交
換
。

そ
の
中
で
は
「
貨
物
会
社
の

杜
撰
な
経
営
と
構
造
的
矛
盾
が

あ
り
、
政
策
を
変
え
な
け
れ
ば

打
開
不
可
能
」
「
遅
れ
て
も
定

期
昇
給
が
あ
れ
ば
ス
ト
は
不
要
。

た
だ
10
月
以
前
に
退
職
す
る

仲
間
の
扱
い
に
不
安
」
「
不
採

用
問
題
の
和
解
や
採
用
に
悪
影

響
の
可
能
性
。
慎
重
に
」
「
コ
ー

ポ
レ
ー
ト
カ
ー
ド
廃
止
。
子
供

の
帰
省
が
新
幹
線
か
ら
在
来
線

に
。
是
非
ス
ト
で
闘
い
を
」

「
期
末
手
当
の
１
・
５
ヶ
月
は

残
業
手
当
程
度
の
感
覚
で
な
い

の
か
」
「
若
い
人
は
生
涯
賃
金

が
上
が
ら
な
い
と
い
う
切
実
な

問
題
で
あ
り
伝
え
て
い
る
。
ス

ト
は
組
織
の
拡
大
に
繋
が
る
」

「
ス
ト
を
打
つ
、
打
た
な
い
の

議
論
だ
け
で
な
く
、
支
部
と
の

意
見
交
換
は
良
か
っ
た
の
声
」

な
ど
。

29
日
の
抗
議
集
会
に

対
し
て
の
御
礼
も
。
貨
物
職
場

改
善
で
は
郡
タ
の
照
明
改
善
、

構
内
用
自
転
車
の
交
換
な
ど
、

現
場
長
交
渉
の
結
果
で
あ
る
。

若
松
地
区
で
は
集
会
の
定
例

化
と
一
人
一
要
求
の
集
約
を
目

標
に
。

現
場
長
と
の
交
渉
。
只
見
線

の
駅
班
で
話
し
合
い
。
郡
山
で

は
保
線
区
分
会
の
在
来
線
が
要

求
書
の
提
出
、
幹
線
は
提
出
に

至
ら
ず
。
福
島
地
区
で
は
昨
年

の
「
福
島
事
件
」
を
教
訓
に
取

り
組
み
強
化
を
図
る
も
実
現
に

至
ら
ず
。
組
合
員
同
士
の
繋
が

り
を
強
化
す
る
取
り
組
み
を
実

施
。

②
で
は
郡
山
駅
連
と
郡
山
信
通

分
会
で
組
合
説
明
会
を
実
施
。

保
線
で
は
職
場
歓
迎
会
に
参

加
す
る
な
ど
会
社
の
姿
勢
に
変

化
も
。
何
よ
り
も
関
わ
っ
て
き

た
役
員
の
姿
勢
の
変
化
が
大
き

な
成
果
。

③
で
は
若
松
地
区
か
ら
「
吹
雪

に
よ
り
列
車
に
７
時
間
も
乗
客

が
閉
じ
込
め
ら
れ
た
」
「
車
両

故
障
に
よ
り
踏
切
鳴
動
停
止
作

業
を
信
通
社
員
が
行
っ
て
い
た

と
こ
ろ
に
輸
送
指
令
か
ら
連
絡

も
無
く
列
車
が
進
入
、
あ
わ
や

重
大
事
故
」
「
列
車
遅
れ
の
案

内
が
拙
い
『
○
○
駅
の
社
員
を

首
に
し
ろ
』
、
『
Ｊ
Ｒ
西
の
よ

う
に
日
勤
教
育
を
』
な
ど
ネ
ッ

ト
に
書
込
み
が
」
「
Ｓ
Ｌ
運
行

時
の
鉄
道
マ
ニ
ア
の
モ
ラ
ル
の

悪
さ
〜
畑
に
踏
み
入
り
、
民
家

の
軒
先
に
立
ち
入
り
〜
注
意
す

る
と
『
何
だ
こ
の
社
員
は
』
と

投
書
さ
れ
る
危
惧
も
あ
り
、
注

意
も
た
め
ら
う
」
と
い
う
声
。

異
常
時
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、

支
部
と
し
て
意
思
疎
通
を
図
り

団
交
を
開
催
す
る
こ
と
を
確
認

し
て
き
た
。

◆
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
。
雇
用
問

題
を
課
題
に
残
す
が
、
一
定
の

整
理
が
。
仙
台
・
水
戸
両
地
本

と
福
島
県
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
共

催
の
報
告
集
会
を
６
月
12
日
に

開
催
す
る
準
備
を
進
め
て
い
る
。

前
段
５
月
12
日
に
県
内
主
要

単
産
オ
ル
グ
を
予
定
。
組
合
差

別
問
題
を
解
決
に
導
い
た
意
義

は
大
き
く
、
自
信
を
持
っ
て
運

動
を
展
開
し
て
い
く
。

宮
城
県
支
部

秋
山
委
員
長

◆
春
闘
経
過
。
２
月
12
日
、
不

採
用
問
題
の
早
期
解
決
と
10
春

闘
勝
利
に
向
け
た
決
起
集
会
に

60
名
を
結
集
し
意
思
統
一
。
２

月
28
日
に
は
拡
大
支
部
委
員
会

を
開
催
し
、
一
人
一
要
求
と
分

会
要
求
、
会
社
施
設
で
の
集
会

と
現
場
長
交
渉
な
ど
、
春
闘
勝

利
に
向
け
た
取
り
組
み
を
組
織

強
化
・
拡
大
に
結
び
つ
け
、
ま

た
不
採
用
事
件
の
早
期
解
決
、

ダ
イ
ヤ
改
正
・
合
理
化
に
対
す

る
取
り
組
み
の
意
思
統
一
を
行
っ

て
き
た
。

◆
職
場
実
態
。
「
介
護
が
あ
り
、

妻
の
実
家
か
ら
出
勤
し
た
が
Ｊ

Ｒ
が
遅
れ
て
出
勤
遅
延
。
会
社

の
賃
金
カ
ッ
ト
は
不
当
」
「
10

年
連
続
ベ
ア
ゼ
ロ
、
超
低
額
の

期
末
手
当
で
ロ
ー
ン
が
支
払
え

な
い
。
子
供
の
進
学
で
悩
む
。

是
非
ス
ト
で
闘
い
た
い
」
「
55
・

57
歳
で
の
賃
金
カ
ッ
ト
」
「
エ

ル
ダ
ー
制
度
の
見
直
し
」
な
ど

多
く
の
意
見
が
。

◆
各
分
会
の
取
り
組
み
。
職
場

施
設
を
利
用
し
た
集
会
は
、
小

牛
田
運
輸
区
、
仙
台
信
通
、
仙

台
建
築
等
で
開
催
。
３
月
５
日
、

６
日
の
集
会
に
は
２
７
２
名
の

参
加
。
創
意
工
夫
し
た
早
朝
チ

ラ
シ
配
布
な
ど
積
極
的
に
展
開
。

◆
会
社
の
不
当
人
事
。
「
東
北

工
事
事
務
所
分
会
の
佐
藤
さ
ん

に
対
す
る
秋
田
第
一
建
設
へ
の

遠
距
離
出
向
発
令
」
「
小
牛
田

運
輸
区
分
会
の
八
巻
さ
ん
に
対

す
る
宮
城
野
運
輸
区
へ
の
異
動

発
令
」
な
ど
、
何
れ
も
本
人
希

望
を
無
視
し
た
も
の
。

３
月
29
日
、
地
本
の
貨
物
へ

再
回
答
を
含
め
る
緊
急
集
会
直

後
に
、
支
部
は
こ
の
出
向
・
配

転
に
対
す
る
抗
議
・
激
励
集
会

を
開
催
し
70
名
を
集
約
し
た
。

集
会
で
は
、
不
当
移
転
配
転

と
ベ
ア
ゼ
ロ
等
に
対
す
る
抗
議

の
意
思
表
示
と
し
て
、
一
人
一

人
の
気
持
ち
を
書
い
た
ジ
ャ
ン

ボ
ハ
ガ
キ
を
集
約
し
、
翌
30
日

に
本
社
・
支
社
に
送
付
。
し
か

し
30
日
に
東
本
部
と
本
社
が
妥

結
。
「
妥
結
後
に
抗
議
と
は
何

事
か
」
と
会
社
か
ら
批
判
が
生

じ
た
が
、
切
実
な
実
態
か
ら
の
、

や
む
を
得
な
い
行
動
だ
。

小
牛
田
で
は
東
労
組
が
本
人

希
望
に
そ
わ
な
い
配
転
に
苦
情

処
理
を
行
い
、
掲
示
板
に
抗
議

文
を
掲
示
し
た
模
様
だ
が
、
組

合
が
組
合
員
の
声
を
大
切
に
闘

う
こ
と
は
当
然
。
だ
が
会
社
は

こ
れ
を
否
定
し
て
い
る
。
も
う

一
度
自
分
達
の
実
態
を
点
検
し

要
求
と
し
て
集
約
し
闘
い
続
け

る
こ
と
が
重
要
。

◆
不
採
用
事
件
。
長
い
期
間
で

あ
っ
た
が
、
闘
っ
て
き
た
か
ら

こ
そ
解
決
案
を
勝
ち
取
る
こ
と

が
出
来
た
。
労
働
組
合
は
一
人

一
人
の
組
合
員
を
大
事
に
し
、

一
人
の
首
切
り
も
許
さ
ず
、
会

社
と
ぶ
つ
か
り
苦
し
ん
で
い
る

組
合
員
を
助
け
て
い
く
べ
き
で

あ
り
日
常
の
取
り
組
み
が
重
要
。

◆
組
織
強
化
・
拡
大
。
新
採
者

対
策
を
取
組
ん
だ
が
、
会
社
は

勤
務
時
間
内
に
寮
に
連
れ
て
行

き
、
ま
た
時
間
外
の
組
合
の
説

明
会
を
了
承
し
て
い
た
に
も
関

わ
ら
ず
、
直
前
に
取
り
消
す
行

為
も
あ
り
、
支
部
と
し
て
の
取

り
組
み
は
実
施
で
き
ず
。
今
後
、

組
対
会
議
で
総
括
し
、
組
織
拡

大
に
向
け
て
の
提
起
を
し
て
い

く
。

【
他
支
部
は
次
号
】
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退
職
の
お
知
ら
せ

４
月
30
日

加
藤

守
孝
さ
ん

仙
総
支
部
台
車

エ
ル
ダ
ー

田
口

良
静
さ
ん

仙
総
支
部
台
車

エ
ル
ダ
ー

日
向

孝
治
さ
ん

仙
台
保
線
区

エ
ル
ダ
ー

八
木
沼

俊
晴
さ
ん

貨
物
宮
城

長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た

◆郡山駅連合分会では、４月22
日、昨年に引続き郡山駅会議室
において、新入社員に対しての
組合説明会を開催した。今年は
会社が、「新採者への組合勧誘
において、特定
の組合に便宜を
図ることは出来
ない」と駅会議
室使用を断って
きた経過もあり、
駅分会では三組
合合同の組合説明会を東労組と
ジェイアール東労組に呼びかけ
実現したもの。
◆本年度採用の新採者13名のう
ち11名の社員を迎え、国労は２
番目に説明。千葉書記長の司会
で進行され、入社のお祝いの言
葉として佐藤正彦分会長は、
「職場には労働組合が３つあり、

加入する自由と脱退する自由、
加入しない自由がある。我々国
労は働きやすい職場をつくるた
め頑張っている。職場で何か困
りごとや問題があれば、一人で

悩まず何でも国労
組合員に遠慮せず
相談を。必ず力に
なる」と述べた。
◆地方本部から参
加した五十嵐記長
と東日本本部武田

組織部長は、自身の国労加入の
経験や、労働組合の役割を説明。
その後、分会から横山俊美氏、
佐藤歳子氏、齋藤嘉一氏がそれ
ぞれ歓迎の言葉と挨拶を述べた。。
◆30分間、新採者は真剣に耳を
傾け、緊張感の中にも労働組合
と国労の存在を知らせる取組み
として意義のある行動であった。


